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第
１
３
１
回
拡
大
地
方
委
員
会

〈両支部会議とも十分にコロナ対策を行い
開催した（写真上盛岡・同下青森）〉

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
行
動
が
制
限
さ
れ
る
が

職
場
の
小
さ
な
取
り
組
み
か
ら
成
果
を

＝＝
両
支
部
で
地
区
協
・
分
会
代
表
者
会
議
＝＝

交
渉
委
員
・
職
協
代
表
・
支
部
役
員
会
議

会
社
施
策
の
問
題
点
な
ど
議
論

改
善
・
教
育
の
取
り
組
み
確
認

１/11盛岡・１/17青森
　

盛
岡
・
青
森
両
支
部
は
「
地
区
協
・
分
会
代
表
者
会
議
」
を
開
催
し
、
当
面
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
意
思
統
一
を
図
っ
た
。
会
議
に
は
各
支
部
か
ら
の
提
起
の
ほ
か
、
地
方
本
部
か
ら
J
R
会
社
の
現
状

や
国
労
を
取
り
巻
く
現
状
、
２
０
２
１
春
闘
情
勢
と
課
題
な
ど
の
報
告
後
、
２
０
２
１
年
度
新
規
採
用

者
対
策
に
つ
い
て
提
起
を
し
、
機
関
代
表
者
か
ら
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
や
職
場
で
抱
え
る
問
題
点
に

つ
い
て
全
体
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

地
方
本
部
は
４
月
５
日
か
ら
「
全
分
会
オ
ル
グ
」
を
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
両
支
部
よ
り
提

起
さ
れ
た
具
体
的
行
動
と
新
規
採
用
者
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
証
し
、
情
報
を
共
有
化
す
る
こ

と
も
確
認
し
た
。
な
お
、
両
支
部
と
も
毎
年
恒
例
の
「
旗
開
き
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
観
点
か
ら
中
止
と
し
た
。

ナ
の
影
響
に
よ
り
盛
岡
支
部
の
運
動
も
自
粛
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
職
場
に
運
動
を
残
す
こ
と
が
大
事
。

会
議
を
共
有
し
明
日
か
ら
一
歩
前
に
踏
み
出
す
運
動

を
」
と
座
長
就
任
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

地
方
本
部
の
沢
田
執
行
委
員
長
の
挨
拶
後
、
及
川

執
行
委
員
が
J
R
会
社
と
国
労
組
織
の
現
状
を
含
め

た
情
勢
を
報
告
し
、「
２
０
２
１
年
度
新
規
採
用
者

対
策
」
に
つ
い
て
提
起
し
た
。
そ
の
後
、
盛
岡
支
部

　

盛
岡
支
部
は
１
月
11
日
に
盛
岡
市
・
国
労
会
館
で

開
催
し
18
人
が
出
席
。
地
方
本
部
か
ら
は
沢
田
光
広

執
行
委
員
長
、
菊
池
要
悦
書
記
長
、
及
川
孝
執
行
委

員
が
参
加
し
た
。

　

佐
々
木
研
司
支
部
執
行
委
員
長
が
、「
新
型
コ
ロ

の
菅
原
高
明
書
記
長
が
組
織
拡
大
に
つ
い
て
の
支
部

提
起
を
行
い
全
体
討
論
へ
。

　

出
席
者
か
ら
は
、「
配
属
さ
れ
た
新
採
と
交
流
会

を
開
催
。
労
働
組
合
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
」「
新

採
は
１
月
か
ら
一
人
工
扱
い
と
な
る
が
、
２
年
目
社

員
も
個
人
的
判
断
で
エ
ラ
ー
を
起
こ
し
て
い
る
状
況
」

「
組
織
拡
大
に
は
組
合
の
必
要
性
を
訴
え
る
も
の
が

欲
し
い
」
な
ど
の
発
言
が
出
さ
れ
た
。
全
体
討
論
を

受
け
菅
原
書
記
長
が
、「
職
場
に
軸
足
を
置
き
、
で

き
る
こ
と
を
継
続
的
に
こ
の
一
年
間
取
り
組
ん
で
い

こ
う
」
と
の
ま
と
め
を
確
認
し
終
了
し
た
。

　

青
森
支
部
は
１
月
17
日
に
青
森
市
・
労
働
福
祉
会

館
で
開
催
し
22
人
が
出
席
。
地
方
本
部
か
ら
は
佐
々

木
政
志
執
行
副
委
員
長（
青
森
支
部
書
記
次
長
兼
務
）、

菊
池
書
記
長
、
及
川
執
行
委
員
が
参
加
し
た
。

　

阿
部
一
久
支
部
執
行
委
員
長
は
、「
菅
政
権
の
経

済
優
先
の
施
策
は
、
感
染
症
拡
大
を
生
む
結
果
と
な
っ

た
。
今
年
の
衆
議
院
選
挙
は
推
薦
議
員
の
当
選
に
向

け
奮
闘
し
よ
う
」
と
し
、組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
「
諦

め
る
の
で
は
な
く
、
各
職
場
で
何
が
出
来
る
の
か
を

確
認
し
一
歩
前
進
さ
せ
る
会
議
に
し
た
い
」
と
座
長

就
任
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

地
方
本
部
か
ら
は
菊
池
書
記
長
が
挨
拶
し
、
及
川

執
行
委
員
の
情
勢
報
告
と
新
採
対
策
の
提
起
後
、

佐
々
木
書
記
次
長
が
組
織
強
化
・
拡
大
や
２
０
２
１

春
闘
に
つ
い
て
提
起
し
た
。

　

全
体
討
論
で
は
、「
新
採
と
接
触
は
で
き
た
が
、

そ
の
後
の
つ
な
が
り
が
課
題
」「
新
採
配
属
日
に
年

休
で
対
応
し
て
き
た
が
昨
年
は
で
き
ず
。
分
会
独
自

の
新
採
用
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
掲
示
」「
地
域
分
会

移
行
前
に
、
各
分
会
の
し
っ
か
り
と
し
た
意
思
統
一

も
必
要
」
な
ど
の
発
言
が
出
さ
れ
た
。
阿
部
委
員
長

が
「
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
が
、
各
職
場
で
で
き
る
取
り

組
み
を
全
組
合
員
で
起
こ
し
て
い
こ
う
」
と
ま
と
め

終
了
し
た
。

　

行
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
中
、
結
果
に
結
び
付
け

た
他
地
本
の
取
り
組
み
に
学
び
合
い
組
織
拡
大
に
向

け
取
り
組
み
を
強
め
た
い
。「
感
染
し
な
い
・
さ
せ

な
い
」
を
基
本
に
、
職
場
で
の
小
さ
な
取
り
組
み
か

ら
大
き
な
成
果
を
掴
ん
で
い
こ
う
。

　

地
方
本
部
は
昨
年
12
月
19
日
、
国
労
会
館
４
階
会

議
室
に
於
い
て
第
１
回
「
地
方
本
部
交
渉
委
員
・
職

協
代
表
者
・
支
部
役
員
合
同
会
議
」
を
開
催
し
、
19

人
の
出
席
の
下
、
当
面
す
る
会
社
施
策
に
対
す
る
取

り
組
み
、
組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
２
０
１
９
年
12
月
26
日
の
東
大
館
駅

無
人
化
説
明
以
降
一
年
間
の
会
社
施
策
と
昨
年
３

月
19
日
の
「
保
線
部
門
に
お
け
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

最
適
化
実
施
後
の
問
題
に
関
す
る
要
求
」
に
関
す

る
交
渉
に
つ
い
て
菊
池
要
悦
業
務
部
長
が
報
告
し
、

全
体
で
確
認
し
た
。

　

議
題
で
は
、
①
２
０
２
０
年
度
冬
期
対
策
②
２

０
２
１
年
３
月
ダ
イ
ヤ
改
正
③
施
策
の
見
直
し
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
「
秋
田
臨
海
廃
止

で
盛
岡
保
全
セ
ン
タ
ー
の
エ
リ
ア
拡
大
」
「
『
タ

ッ
チ
で
Ｇ
Ｏ
』
が
新
青
森
駅
ま
で
拡
大
と
な
る
が
、

教
育
不
十
分
」
等
の
課
題
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

電
気
関
係
で
は
昨
年
５
月
に
在
・
幹
分
離
と
な
っ

た
が
、
業
務
の
あ
り
方
に
つ
い
て
多
く
の
指
摘
が

組
織
拡
大
・
新
採
対
策
な
ど
意
思
統
一

日
時　

2
0
2
１
年
2
月
20
日（
土
）

　
　
　

13
時
〜
（
15
時
30
分
終
了
予
定
）

場
所　

リ
リ
オ
（
盛
岡
市
）

報
告
さ
れ
た
。
実
態
に
つ
い
て
会
社
窓
口
を
通
じ

て
改
善
を
求
め
る
と
同
時
に
、
新
幹
線
統
括
本
部

に
関
わ
る
事
象
に
つ
い
て
は
東
日
本
本
部
へ
つ
な

げ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

組
織
強
化
・
拡
大
で
は
、
「
組
合
ア
レ
ル
ギ
ー

は
な
い
が
…
」
と
の
率
直
な
思
い
や
、
「
東
北
ロ

ジ
も
Ｊ
Ｒ
貨
物
同
様
の
人
事
制
度
導
入
」
「
Ｐ
社

プ
ロ
パ
ー
社
員
と
出
向
組
合
員
と
の
交
流
が
課
題
」

等
の
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。
企
業
に
と
り
最
大
の

損
失
は
「
人
を
失
う
」
こ
と
。
若
手
社
員
、
再
雇

用
社
員
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
創
っ

て
い
く
た
め
に
も
、
組
織
拡
大
に
向
け
共
に
奮
闘

す
る
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
会
議
は
終
了
し
た
。

沢　田　光　広
横　内　俊　博

拡大キャッチコピー「新しい仲間づくりを皆の力で」「一緒に解消しませんか、あなたの疑問。加入まってます」


